
やまなしグリーン・ゾーン構想

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を

受
け
、
4
月
19
日
に
、
県
は
県
民
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
に
緊
急
事
態
措
置
と
し
て
、
不
要
不
急
の

外
出
自
粛
や
一
部
の
事
業
者
に
対
す
る
休
業
な

ど
の
協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
要
請
以
前
か
ら

の
協
力
も
含
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
ご
不
便
や
ご
負
担
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　県
民
一
丸
と
な
り
、
感
染
症
の
拡
大
防
止
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
感
染
者
の
発
生
が
抑
え
ら

れ
、
県
は
緊
急
事
態
措
置
を
終
了
し
ま
し
た
。

　そ
の
間
、
県
で
は
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を

基
本
と
し
、
検
査
体
制
・
医
療
提
供
体
制
の
充

実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
P
C
R
検
査
体
制
に
つ

い
て
は
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
を
導
入
す
る
な

ど
検
査
能
力
の
拡
充
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
患
者
発
生
時
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

は
、
軽
症
か
ら
重
症
ま
で
症
状
に
応
じ
て
対
応
で

き
る
よ
う
、
病
床
や
宿
泊
施
設
を
十
分
に
確
保

し
て
い
ま
す
。

や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン・ゾ
ー
ン
構
想

「
超
感
染
症
社
会
」へ
の
移
行
戦
略
を
発
表

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
県
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
要
請
し
た
、
県
の
緊

急
事
態
措
置
は
5
月
14
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　県
で
は
、
再
度
の
感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
感
染
症
予
防
対
策
の
継
続
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
今
後
、
再
度
の
感
染
拡
大
や
未
知
の
感
染
症
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
県
民
の
生
命
と
経
済
を
両
立
で
き
る
「
超
感
染
症
社
会
」
へ
の
移
行
を
目
指
す
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー

ン
・
ゾ
ー
ン
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
って
も
、
再
び
感
染
が
拡

大
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
引
き
続
き
、
日
常
生
活
に
お
い
て
身
体

的
距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
な
ど
の

基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

第
2
波
、
第
3
波
に
対
す
る
備
え
を
常
に
念
頭
に

置
き
、
さ
ら
に
全
く
新
し
い
感
染
症
に
対
し
て

も
、
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
て
準
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
感
染
症
の
拡
大
防
止
へ
の
取
り
組

み
の
中
で
最
優
先
で
行
っ
て
き
た
医
療
体
制
の
確

立
に
よ
り
、
感
染
制
御
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
土
台
に
次
な
る
段
階
と

し
て
、
感
染
症
に
対
抗
で
き
る
強
靱
な
社
会
・
経

済
体
制
を
つ
く
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　そ

こ
で
県
で
は
、
仮
に
感
染
症
へ
の
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、
県
民
の
生
命

と
経
済
を
両
立
さ
せ
、
前
進
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
超
感
染
症
社
会
への
移
行
戦
略
と
し
て
や
ま
な

し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
構
想
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
構
想
で
は
、
遠

隔
教
育
の
実
施
、
I
C
T
を
活
用
し
た
遠
隔
診

療
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
働
き
方
改
革
の
促
進
な

ど
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
、
新
し
い
生
活

様
式
や
経
済
活
動
を
下
支
え
す
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
特
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
経

済
活
動
に
つ
い
て
、
感
染
症
に
強
い
事
業
環
境
づ

く
り
を
後
押
し
し
、
県
内
外
の
消
費
者
の
安
心
や

信
頼
を
獲
得
す
る
認
証
制
度（「
や
ま
な
し
グ
リ
ー

ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度
」）
を
創
設
し
ま
す
。

　こ
の
認
証
制
度
は
、
事
業
者
自
身
が
作
る
感

染
症
予
防
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
県
の
定
め
る
基
準

に
沿
っ
た
も
の
か
ど
う
か
を
確
認
の
上
、
県
が
認

証
を
与
え
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
利
用
者
や
消

費
者
が
そ
の
感
染
症
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
評
価

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
な
ど
の
安

心
・
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
付

加
価
値
を
獲
得
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　多
く
の
消
費
者
や
生
活
者
に
は
、
感
染
症
に
対

す
る
大
き
な
不
安
が
存
在
し
続
け
て
お
り
、
他
方

で
、
事
業
者
も
自
分
の
店
で
感
染
者
が
出
な
い
か

な
ど
と
い
う
不
安
と
常
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
認
証
制
度
が
、
県
民
や
来
訪
者
の
不
安

を
取
り
除
き
、
県
内
経
済
の
再
生
に
つ
な
げ
る
超

感
染
症
社
会
移
行
へ
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

やまなしグリーン・ゾーン構想のスコープ

感染拡大に備えた医療体制整備

山梨全体で
安心・信頼を提供

可視化された安心を
確認して利用できる

感染が抑制され
感染症リスクに対し
安心な山梨

【
達
成
】

□ 保健所の人的資源を拡充
□ 行動歴などの調査を支援する
　 特別対策チームを設置

疫学的
調査

□ 全国トップクラスの
　 PCR検査実施数PCR

検査

□ 感染拡大に備えた
　 対応力の向上病床の

確保

感染症に対して強靭な社会・経済の形成を目指す

•遠隔教育の実施環境整備
•ICTを利用した遠隔診療の推進
•マスクなどの医療資材の確保
•快適なテレワークを実現する
　インフラ整備
•ワーケーション等の働き方改革の促進
•本県への本社機能の誘致

目指すところ
● 県民の「新しい生活様式」の下支え

取り組みへの支援（イメージ）
● 感染症の拡大を防止する社会環境整備促進

目指すところ
● 山梨全体が県内外の消費者の「安心・信頼」という
　 価値を獲得し、県内経済の再生につなげる

取り組みへの支援（イメージ）

今後の取り組み

着手済

「やまなしグリーン・ゾーン認証制度」の創設
～規制から支援へ～

□利用者は各事業者の取り組みを評価
□利用者は認証施設と対策内容を、
ＱＲコード付認証マークなどで
判別（利用者の安心）

□事業者が策定する感染
症予防対策を、専門家委
員会の意見による基準に
基づき県が認証し、公表

県
民
一
丸
と
な
っ
た

感
染
拡
大
防
止
へ
の
取
り
組
み
の
成
果

不
測
の
事
態
に
あ
っ
て
も

前
進
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
へ

超
感
染
症
社
会
へ
の
脱
皮
を
目
指
す

県外・海外からの
来訪者

安心・信頼を担保する
認証制度など

（専門家などによる委員会）

県
［認証制度］

感染症予防対策を
安心として提供

事業者
［人の接点］

感染予防の実践と評価

県民
［生活者］

早期発見・早期治療による感染制御

経済活動

【
取
組
中
】

【
次
な
る
段
階
】

生活行動

□ （仮称）疾病対策管理センター
　 （山梨版CDC）設立準備□ 宿泊療養施設の確保

　 （感染者のQOL向上）
□ ICTを利用した
　 遠隔診療の推進

□ 検査体制の更なる拡充

6月8日時点での情報を基に作成されています。

喫緊の課題

き
ょ
う
じ
ん

新型コロナウイルス感染症に県民一丸となって立ち向かう
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□ 保健所の人的資源を拡充
□ 行動歴などの調査を支援する
　 特別対策チームを設置

疫学的
調査

□ 全国トップクラスの
　 PCR検査実施数PCR

検査

□ 感染拡大に備えた
　 対応力の向上病床の

確保

感染症に対して強靭な社会・経済の形成を目指す

•遠隔教育の実施環境整備
•ICTを利用した遠隔診療の推進
•マスクなどの医療資材の確保
•快適なテレワークを実現する
　インフラ整備
•ワーケーション等の働き方改革の促進
•本県への本社機能の誘致

目指すところ
● 県民の「新しい生活様式」の下支え

取り組みへの支援（イメージ）
● 感染症の拡大を防止する社会環境整備促進

目指すところ
● 山梨全体が県内外の消費者の「安心・信頼」という
　 価値を獲得し、県内経済の再生につなげる

取り組みへの支援（イメージ）

今後の取り組み

着手済

「やまなしグリーン・ゾーン認証制度」の創設
～規制から支援へ～

□利用者は各事業者の取り組みを評価
□利用者は認証施設と対策内容を、
ＱＲコード付認証マークなどで
判別（利用者の安心）

□事業者が策定する感染
症予防対策を、専門家委
員会の意見による基準に
基づき県が認証し、公表

県
民
一
丸
と
な
っ
た

感
染
拡
大
防
止
へ
の
取
り
組
み
の
成
果

不
測
の
事
態
に
あ
っ
て
も

前
進
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
へ

超
感
染
症
社
会
へ
の
脱
皮
を
目
指
す

県外・海外からの
来訪者

安心・信頼を担保する
認証制度など

（専門家などによる委員会）

県
［認証制度］

感染症予防対策を
安心として提供

事業者
［人の接点］

感染予防の実践と評価

県民
［生活者］

早期発見・早期治療による感染制御

経済活動

【
取
組
中
】

【
次
な
る
段
階
】

生活行動

□ （仮称）疾病対策管理センター
　 （山梨版CDC）設立準備□ 宿泊療養施設の確保

　 （感染者のQOL向上）
□ ICTを利用した
　 遠隔診療の推進

□ 検査体制の更なる拡充

6月8日時点での情報を基に作成されています。

喫緊の課題

き
ょ
う
じ
ん

新型コロナウイルス感染症に県民一丸となって立ち向かう
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